
【取組内容】 情報活用能力の育成

紫波町立紫波第一中学校（岩手県）【協力校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

２年 学年執行部の企画・運営
１２名(６クラス)の学年執行部が、

毎週木曜日に行う学年朝会の振り返
りを学習支援ソフトの共有ノートを
使用して実施している。担当生徒が
シンキングツールを選択し、個人が
感じた課題の共有と整理を行い、次
回の朝会での重点設定につなげてい
る。

【活動の様子と成果】
全員で課題を共有しておくこと

で、次に集合した際に話し合う論点
が明確で意見がまとまりやすい。
また、学級ごとに取り組む際、課題
意識にばらつきが小さくなった。

学年朝会終了後、共有ノート内で課題点を整理
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